平成２３年度（第３５回）

 通　常　総　会　資　料 
          日　時  ：　平成２３年４月２２日（金）１５：３０ 開会

        　場　所  ：　プラザ菜の花

千葉県環境計量協会

平成２３年度（第３５回）通常総会次第

　　　　　　　１．開　会

            ２．成立宣言

            ３．会長挨拶　　

４．来賓挨拶

            ５．議　事　

                    第１号議案　平成22年度　事業報告の件

　                  第２号議案　平成22年度　決算報告の件

　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査報告

第３号議案　平成23年度　事業計画（案）

　　　　　　　　　　第４号議案　平成23年度　収支予算（案）

　　　　　　　　　　

　　　　　　６．その他　（連絡事項）

            ７．閉会

 　第１号議案　
平成２２年度　事業報告の件

１．会員の状況

　　　入会正会員　　　株式会社　千葉分析センター
　　　　同　上　　　　社団法人　船橋市清美公社

　　入会賛助会員　　　株式会社東京科研

　　　　同　上　　　　ビーエルテック株式会社

　　これにより本年３月３１日現在、 正会員５９社、賛助会員６社、合計６５社となる。

　　　

２．役員の状況

　　　平成２２年度中の理事、監事の変更は、「広報・情報委員長」について、任期途中における同一会員事業所内での役員の交代があった。規約第１０条に基づき第２０３回理事会にて承認した。平成２３年３月３１日現在の役員は次のとおりである。

　　　　　　　会　長　　　　　；甘崎　恭徳　（中外テクノス(株)）

　　　　　　　副会長　　　　　；内野　洋之　（日鉄環境エンジニアリング(株)）

　　　　　　　副会長　　　　　；久保田　律男（東電環境エンジニアリング(株)）

経営・業務委員長；野口　康成　（(株)太平洋コンサルタント）

　　　　　　　総務委員長　　　；山本　重俊　（(株)環境管理センター）

　　　　　　　教育・企画委員長；榊原　達哉　（キッコーマン(株)）

　　　　　　　技術委員長　　　；飯塚　嘉久　（（株）ユーベック）

　　　　　　　広報・情報委員長；倉冨　俊雄　（(株)住化分析センター）

　　　　　　　監事　　　　　　；望月　正　　（JFEテクノリサーチ(株)）

　　　　　　　監事　　　　　　；丸山　孝彦　 (日本建鐵環境エンジニアリング(株))

３．会議

　　（１）通常総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　総務委員会）

　　　　　　月　日：平成２２年４月２３日（金）

　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　出　席：会員２８社、委任状提出２３社、合計５１社

　　　　　　内　容：１．平成２１年度　事業報告

　　　　　　　　　　２．平成２１年度　決算報告　同会計監査報告

　　　　　　　　　　３．役員改選

　　　　　　　　　　４．平成２２年度　事業計画（案）

５．平成２２年度　収支予算（案）
　　　　　　　　　　　以上原案通り承認された。

　　　　　　特別表彰；平成２１年度に退任された、会長武藤敏夫氏（東電環境エンジニアリング(株)）、理事村上高行氏（(株)住化分析センター）、理事荒木徹氏（セイコーアイ・テクノリサーチ(株)）、綾田隆史氏（(株)太平洋コンサルタント）の多大な貢献に対して表彰が行われた。

連絡事項；計量検定所からの伝達事項として、平成２１年度に実施された環境計量証明事業者立入り検査の結果について報告された。

　　（２）理事会

　　　　　　会務執行のため、次の７回開催した。

　　　　　　　平成２２年４月２３日　通常総会運営、Ｈ２２年度活動の件等

５月１３日　合同委員会運営の件、関係団体報告等

　　　　　　　　　　　８月　６日　理事交代、各委員会活動報告と今後の予定

１１月　５日　技術発表会運営の件、関係団体報告等

１１月２６日　新春講演会、入札制度改善要望の件等

　　　　　　　平成２３年１月２１日　新春講演会運営の件、関係団体報告等

　　　　　　　　　　　　３月　４日　通常総会付議事項の件等

　　　　　　　　　　　　　　
　　（３）合同委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　経営・業務委員会）
　　　　　　　月　日：平成２２年５月１３日（木）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員２３社、人員３０名、来賓１名、合計３１名

　　　　　　　内　容：各委員会の活動計画を具体的に討議し、各委員長による活動方針

　　　　　　　　　　　活動計画の発表があり、承認された。

　　　　　　　　　　　

４．研修会・講演会

　　（１）平成２２年度新任者教育セミナー　　　　　　　　（担当　教育・企画委員会）
　　　　　　　月　日：平成２２年６月１１日（金）

　　　　　　　場　所：社団法人日本環境測定分析協会

　　　　　　　出　席：会員１１社、人員２１名

　　　　　　　内　容：（社）日本環境測定分析協会関東支部との共催のもと、東京都環境管理協議会と合同にて新任者教育セミナーを開催した。多くの方の参加を頂き、好評であった。

　　　　　　　　　　　［講義］ ①労働安全衛生について

                   　　      　②環境計量の仕事とは

                   　 　       ③精度よい測定のために

　　　　　　　　　　 　[修了証授与、名刺交換会]

　　
（２）第３０回研修見学会　　　　　　　　　　　　　　（担当　教育・企画委員会）
　　　　　　　月　日：平成２２年９月１５日（水）

　　　　　　　場　所：キッコーマン食品㈱野田工場

　　　　　　　出　席：会員１３社、埼環協２名、日環協１名、合計１８名

内　容；野田工場内の醤油製造工程の説明と見学

キッコーマン国際食文化研究センターの説明と見学

茂木本家美術館見学
（３）平成２２年度技術委員会成果発表と第２３回環境測定技術事例発表会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　技術委員会）

　　　　　　　月　日：平成２２年１１月５日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員３０社、人員４６名、来賓３名、合計４９名

　　　　　　　内　容：

　　　　　　　　　（イ）技術委員会成果発表等

　　　　　　　　　　　「第３１回共同実験（水溶液中のひ素（Ａｓ）結果報告」

　　　　　　　　　（ロ）技術事例発表　

①「絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル(第２版)」で公表された２つの測定法の紹介(イノムアッセイ法及びＧＰＣ/ＧＣ-ＥＣＤ法)　　　 　 （株）住化分析センター　長屋　　敦
②ＴＤＳ-ＧＣ／ＭＳ装置を用いた分析事例と応用例
　　　　　　　　　　　　　　 中外テクノス（株） 小野　諭一郎
③埼玉県秩父地方の産金についての検証
　　　　　　　　　　　日鉄環境エンジニアリング（株） 大石　徹
④「ＣＯＤ(Mn)の共同実験について」
埼玉県環境計量協議会　技術委員会

　　共同実験ワーキンググループ　

　　（４）平成２２年度パネルディスカッション 、技術講演会　 (担当 教育・企画委員会)

　　　　　　　月　日：平成２２年１１月２６日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員２６社、人員４６名

　　　　　　　内　容：パネルディスカッション

　　　　　　　　　　「第３１回千環協クロスチェック（水溶液中のひ素）結果について」
　　　　　　　　　　技術講演会

演題：水質汚濁防止法一部改正の要点－今後の排水管理のあり方－ 講師；環境省水・大気環境局水環境課　課長補佐　富坂　隆史氏 

　　　　　　　　　　　　　　　　

    （５）新春講演会・賀詞交換会　　　　　　　　　　　　　　　（担当：総務委員会）

　　　　　　　月　日：平成２３年１月２１日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員２９社、人員４８名、来賓他６名、合計５４名
　　　　　　　内　容：

　　　　　　　　（イ）第１講演

　　　　　　　　　　　 演題：「千葉県土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」について

　　　　　　　　　　　 講師：千葉県環境生活部　廃棄物指導課　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　残土対策室長　秋葉　義晴氏

（ロ）第２講演

　　　　　　　　　　　 演題：「都市大気環境問題への取り組み」

　　　　　　　　　　 　講師：　財団法人電力中央研究所　環境科学研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上席研究員　　速水　洋氏

　　　　

５．その他の事業

　　（１）広報・情報委員会

　　　　　　　　千環協ホームページに平成２２年度協会活動年間スケジュール並びに速報版随時掲載中。

　　（２）総務委員会

　　　　　　（ア）第２７回ソフトボール大会

　　　　　　　　　月　日：平成２２年１０月２３日（土）

　　　　　　　　　場　所：稲毛海浜公園グランド

　　　　　　　　　参　加：会員１３社

　　　　　　　　　結　果：優　勝　　株式会社上総環境調査センター　

　　　　　　　　　　　　　準優勝　　日鉄環境エンジニアリング株式会社

　　　　　　　　　　　　　３　位　　日本環境株式会社

　　　　　　　　　　　　　３　位　　株式会社コスモス

（イ）第４９回親睦ゴルフコンペ

　　　　　　　　　月　日：平成２２年６月５日（土）

　　　　　　　　　場　所：芝山ゴルフ倶楽部

　　　　　　　　　参　加：７名

　　　　　　　　　結　果：優　勝～鈴木広美氏（日本環境株式会社）

　　　　　　　　　　　　　

　　（３）経営・業務委員会

　　　　　　（ア）千環協案内の作成・配付

　　　　　　　　　平成２２年度版千環協案内を作成、会員及び関係機関へ配布した。

　　　　　　　　　（平成２２年１０月に会員、千葉県、地元市町村等　計１５８部）

　　　　　　（イ）低価格入札に関するアンケート調査

　　　　　　　　　期　間：平成２２年７月５日～８月９日

　　　　　　　　　対　象：千環協正会員及び賛助会員

　　　　　　　　　回答率：４４％（２８事業所／６３事業所）

　　　　　　　　　結　果：別添資料のとおり

６．協力関係

　　（１）（社）日本環境測定分析協会

　　　　千環協より、前会長の武藤氏（東電環境エンジアリング㈱）が関東支部役員として、会務の執行にあたった他、第２２回日環協関東支部環境セミナーin甲府では、千環協から2題の技術発表を行った。

　　　　　　第２２回　日環協・関東支部環境セミナー in 甲府

　　　　　　　　月　日：平成２２年７月１日（木）・２日（金）

　　　　　　　　場　所：甲府富士屋ホテル
　　　　　　　　内　容：

　　　　　　　　　　１日目　特別講演　「分析のはなし」

　　　　　　　　　　　　　　　　講師：山梨大学名誉教授　山根　兵　氏

特別講演　「山梨のワインについて」

　　講師；サントリー登美の丘ワイナリー所長・

ワイン生産部長　　大川　栄一氏

　　　　　　　　　　２日目　機器展示メーカーによる商品紹介

技術事例発表１６件、当協会からは大石様（日鉄環境エンジニアリング㈱）、宮崎様（中外テクノス㈱）が発表した。
　　　

（２）首都圏環境計量協議会連絡会

　　　　　　　本年度は、千環協から３名の委員を派遣し、各種事業に参画、協力した。

　　　　　　　[委員会]　　　　４回

　　　　　　　[研修・見学会]　１回

　　　　　　　　　　月　日：平成２２年９月３日（金）

　　　　　　　　　　場　所：スクワール麹町（東京都千代田区）

　　　　　　　　　　内　容：「大気汚染防止法一部改正の要点」

「水質汚濁防止法一部改正の要点」（２題とも環境省）

　  　
（３）千葉県計量協会

　　　　　　　賛助会員として通常総会に参加した。

　　　　　　　　月　日：平成２２年６月１１日（金）

　　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　　参加者：１名

７．その他

　　・配布資料等

　　（１）新任者教育テキスト

　　（２）第３１回共同実験結果（水溶液中のひ素）

　　（３）第２３回環境測定技術事例発表会要旨集

　　（４）平成２２年度版千環協案内

　　（５）技術講演会資料

　　（６）新春講演会資料

　・ホームページの活用

　　　協会のPRと会員への情報提供、会員相互の情報交換を実施するため、協会としての

　　　ホームページを平成１７年度に開設し、協会の活動内容等を広報・情報委員会にて

　　　随時更新して掲載した。現在掲載している内容は下記の通り。

　　　　　①ＴＯＰページ

　　　　　②協会について（組織、名簿、会則、倫理綱領、役員）

③協会の活動（各委員会の紹介）

　　　　　④リンク

　　　　　⑤会員のページ

⑥千環協ニュース（Ｎｏ.７７より）

８．第３１回共同実験　参加事業所　　　　　　　　　（５０音順）

　　　（１）旭硝子㈱千葉工場　 　　　 　　 （２）イカリ消毒㈱

　　（３）荏原エンジニアリングサービス㈱ （４）㈱上総環境調査センター

　　（５）㈱環境管理センター　　　　　　 （６）㈱環境コントロールセンター

  　　（７）キッコーマン㈱　　　　　　　　 （８）㈱建設技術研究所

　　　（９）合同資源産業㈱　　　　　　　　 （10）㈱三造試験センター　　　

（11）JFEテクノリサーチ㈱　　　　　 （12）習和産業㈱
　　　（13）㈱杉田製線　　　　　　　　　　 （14）㈱住化分析センター

　　　（15）セイコーアイ・テクノリサーチ㈱ （16）㈱太平洋コンサルタント

（17）㈱ダイワ      　　　　　　　　 （18）妙中鉱業㈱総合分析センター

（19）㈱千葉分析センター     　      （20）中外テクノス㈱

（21）㈱中研コンサルタント　　　　　 （22）月島テクノソリューション㈱

（23）東京テクニカル･サービス㈱      （24）東電環境エンジニアリング㈱

（25）ニッカウヰスキー㈱     　　　　（26）㈱日曹分析センター

（27）日鉄環境エンジニアリング㈱環境分析部　　　　

（28）日鉄環境エンジニアリング㈱化学分析部

（29）㈱日鐵テクノリサーチ　　　 　　（30）日本環境㈱

（31）日本軽金属㈱　　　　　　　　　 （32）㈱日本公害管理センター

（33）日立プラント建設サービス㈱　　 

（34）㈱古河電工アドバンストエンジニアリング

 （35）㈱三井化学分析センター  
　　　（36）ライト工業㈱技術研究所　　　　 （37）ユーベック　　　　

　　第２号議案　　　　　平成２２年度　収支決算書
　　（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）　　　　　　　　　　　単位：円
	　　科　　目
	　予　　算　①
	　決　　算　②
	差　額　②－①

	［収入の部］

　　前期繰越金

　　会費

　　雑収入
	1,679,039

3,050,000

1,000
	1.679,039

3,102,400

703
	0

52,400

△ 297

	　　収入計
	4,730,039
	4,782,142
	52,103

	［支出の部］

（事業費）

　　研修見学・講演会

　　協力関係費

　　委員会活動費

（会議）

（事務費）

　　印刷費

　　通信費

　　消耗品費

　　事務委託費

（雑費）

　　雑費

　　記念事業準備金
	(2,160,000)

260,000

200,000

1,700,00

 (500,000)

(1,030,000)

80,000

250,000

20,000

680,000

 (150,000)

50,000

100,000
	(1,157,450)

44,000

315,980

797,470

 (442,130)

 (996,480)

78,750

224,950

12,780

680,000

 (133,730)

33,730

100,000
	(△ 1,002,550)

△ 216,000

115,980

△ 902,530

 (△ 57,870)

 (△ 33,520)

△ 1,250

△ 25,050

△ 7,220

0

 (△ 16,270)

△ 16,270

0

	　　支出計
	3,840,000
	2,729,790
	△ 1,110,210

	　　来期繰越金

　　特別会計調整分

　（積立金残高）
	890,039

0

400,000
	2,073,357

△ 21,005

400,000
	1,183,318

△ 21,005
0

	　　合　　計
	4,730,039
	4,782,142
	52,103


 （備考）来期繰越金額に、積立金残高は含んでいない。

          ※は、特別会計の合計収支金額

　　特別会計内訳      　 収入　967,000円

                   　　　支出　945,000円

                       　　差額  21,005円
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第３号議案

平成２３年度　事業計画（案）
　　　本協会は2006年に創立30年目の節目を迎え、次の節目となる創立40周年、50周年に向けてさらに一致団結した気持ちで活動していきたいと考えております。そのため、業界団体としまして、より一層の分析技術の向上、精度管理、信頼性の確保に努力してまいり。

このような背景から、本年度は次のような事業を行い、会員各社の発展に寄与してまいる所存です。

    １．研修会・講演会等の実施

　　　　　技術の習得や、知識の向上を図るため、研修見学会、講演会等を実施する。

    ２．技術事例発表会、新任者教育、会員交流会の実施

　　　　　技術委員会の下に、クロスチェック活動を行い、その研究成果を発表するとともに、会員による測定分析についての技術事例発表会を実施する。また、新任者教育、会員交流会、勉強会を適宜開催する。

    ３．共同実験とパネルディスカッションの実施

　　　　　会員相互の技術レベルの向上を図るため、共通試料を用いたクロスチェック（共同実験）を行い、その結果を基に、パネルディスカッションを実施する。

    ４．情報の収集と提供

　　　　　官公庁、日環協、首都圏環協連等から関連情報の収集に努め、研修会、会誌等を通じて会員に提供する。また、会員への情報提供、協会活動のPR、会員相互の情報交換のためにホームページを活用する。

　　５．協力関係

　　　　　日環協関東支部、首都圏環協連等の関連団体の各事業に参画し、技術情報等を収集して会員各社へ提供する。

    ６．親睦関係

　　　　　会員相互の親睦を深めるため、ソフトボール大会等の催しを行う。

　　７．入札制度改善要望関連

　　　　　Ｈ２２年度に「低価格入札に関する調査」についてアンケート調査を実施した。その結果と首都圏及び全国の主要県単の動きとを勘案して、千葉県の適切な部署等への要望書提出について検討する。

　第4号議案　
平成２３年度収支予算（案）　　

（平成２３年4月１日～平成２４年３月３１日）　　　　　　単位：円

	　　　科　　　目
	　　予　　　算
	　　　摘　　　要

	［収入の部］

　　前期繰越金

　　会費

　　雑収入
	2,073,357

3,250,000

1,000
	会員数65



	　　小　　計
	5,324,357
	

	［支出の部］

（事業費）

　　研修見学・講演会

　　協力関係費

　　委員会活動費
（会議）

（事務費）

　　印刷費

　　通信費

　　消耗品費

　　事務委託費

（雑費）

　　雑費

　　記念事業準備金
	（2,360,000）

260,000

300,000

1,800,000

（500,000）

（1,030,000）

80,000

250,000

20,000

680,000

（150,000）

50,000

100,000
	


	　　小　　計
	4,040,000
	

	　　来期繰越金

　　特別会計調整分

  （積立金残高）
	1,284,357

0

(500,000)
	

	　　合　　　計
	5,324,357
	


     （備考）来期繰越金額に、積立金残高は含んでいない。

第３号議案
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